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と思います。
さらに、私たちの体験した柏崎の復興が今後どのように、東日本大
震災にフィー ドバックできるのかを考えるきっかけとなり、特に都市
計画の中では当たり前になっていることも、他の分野では全然知られ
ていないことがあるというのを身をもって知ったので発信や情報共有
をしていかなければいけないと感じました。
岡村健太郎氏(東京大学D1)
被災地の支援等に関するさまざまな取り組みを知ることができ、大
変勉強になった。特に関東学院大学が活動している釜石市は、われわ
れが活動している大槌町の隣町であり、今後なんらかの連携や協同体
制が取れればと考えている。
今回のシンポジオンにおいては、学生によりボランティアをはじめ
とするさまざまな活動を互いに紹介しあうという目的は十分に達成さ
れたように思う。しかしその一方で、なぜその場所なのか、その活動
による経験が他の地域においてどう生かされるのか、といったより傭
緻的な視点が不足していたように思う。単なるボランティアではなく
大学の研究室として活動を行う以上、個別の活動のなかになんらか学
術的普遍性の獲得を目指したいと、自戒を込めて考えている。
また、今回の発表では簡単な紹介に終わってしまったが、われわれ
が活動を行っている矢吹町を含む福島県中通り地方は、三陸地方に比
べてボランティア等の支援も行き届いておらず、またそもそもそこに
住み続けてよいのかという根本的な問題を抱えている地域である。そ
の点では、三陸地域よりも復興に向けた道のりは厳しい状況にあるの
ではないかと個人的には考えており、今後も知恵を振り絞ってまちの
復興に向けた支援を行っていきたいと考えている。
菊地未来氏(関東学院大M1)
学生シンポジオンには初めて参加させていただきましたが、とても
素晴らしい企画だと実感しました。大学の中で活動したり、競い合っ
たりというのも重要なのですが、自分自身はそうではなく、他大学の
学生と接することが自分の成長につながると思っていました。なので、
LDSEであったり、NPOであったり、ゼミであったりと課外活動を積
極的にするようにしています。
それは自分自身の成長のためと思って始めた活動であっても、そこ
には大切な仲間ができたり、新しい情報や世界があったりと、自分自
身の活動や考えを広げてくれる場となっています。それに気付いたの
は学部3年生の時で、今思うと 「なんでもっと早く気付かなかったの
だろう」と思います。だから後輩には後悔しないように、先輩として
自分が教えていくべきだと思っています。
この活動に関わる学生も今年は少なかったですが、多くの学生、そ
してさまざまな学年の学生が参加できる場になれば良いのかもしれま
せん。
このシンポジオンで出会えた方々はすごくやる気のある方が多く、
とても刺激となりました。これからも、こういった学生同士が互いの
活動を(発表すること)、意見を尻込みすることなく(発言できること)、
互いにとって刺激となる場というのは必要不可欠だと感じます。これ
からもこういった学生のための場が広がって、学生同士のっながりが
増えることを期待したいと思います。
シンポジオン後の討議の場にてさまざまなお話をしてくださった素
晴らしい指導者の方々、参加してくれた学生、さまざまな人に助けて
いただいて、自分がいます。本当に感謝しております。
6.職業人からのコメン ト 粟原知子氏(福井大学)
今年度は東日本大震災関連を中心にさまざまな活動が寄せられ、ま
た、参加大学の活動内容もハイレベルなものばかりでした。当企画が
始まってから数年間参加してきましたが、例年の進行とは違い、学生
側から 「全員で話合うことで課題を共有し議論を深めたい」という意
見が出され、参加者全員が集まり一つのテーブルを囲んでフリー トー
キングを行うことになりました。学生自身が積極的に進行役を務め、
議論が深まり、私も大きな刺激を受けました。
シンポジオン後の討議の集いは例年どおりアルコールも入り、学生、
実務者、さまざまな立場の参加者がそれぞれの垣根を越え、熱心に語
り合いが行われました。今年度は年配の方々の参加も多く、高度経済
成長期から現代までの社会の流れや建蘂の歴史等、私自身も新鮮で興
味深いお話をたくさんの方々からうかがうことができ、充実した時間
を過ごすことができました。
震災関連の報告が多かっただけに 「いま私たちにできること」を考
え、自主的に行動する大切さに気付かされた学生や自分で課題を見つ
け出す力のある学生が多かったように思います。今年度は、例年とは
少し違った、語り合いのシンポジオン・討議の集いとなり、今後の開
催が一段と楽しみになりました。
7.おわりに
3つの学校の方々、精力的な発表、ありがとうございました。また
活発な議論、ありがとうございました。今回の貴重な出会いや体験を
今後に向けて励みにしていただければと思います。
最後になりましたが、皆さんのがんばりに期待しております。
粟原知子/福井大学、野田智/福井大学、富樫 豊/建 蘂人
